
【
短
歌
日
記
　
八
十
五
歳
の
記
　
（
冬
編
）
】

う

た

　
　

　
令
和
八
年
一
月

【
一
・
一
】
（
木
）

・
年
始
め
改
め
つ
く
づ
く
祈
れ
る
は
一
族
無
事
に
て
過
ぐ
せ
る
日
々
を
と

・
年
始
状
今
年
は
８
枚
届
き
た
り
昨
年
年
賀
状
終
ひ
を
宣
し
た
る
故
に

　
　
（
昨
年
の
忌
中
者
３
名
を
含
む
。
例
年
発
送
数
は
１
３
０
枚
）

【
一
・
二
】
（
金
）

・
箱
根
駅
伝
最
高
傑
作
と
ふ
黒
田
朝
日
早
大
・
中
大
を
抜
き
往
路
優
勝
遂
げ
る

・
３
位
か
ら
３
分
２
４
秒
の
差
を
縮
め
１
時
間
７
分
１
６
秒
の
区
間
新
記
録
す

・
東
京
に
今
シ
ー
ズ
ン
初
の
雪
降
れ
る
明
日
の
箱
根
路
雪
道
な
る
か

・
穴
水
に
て
家
族
ら
１
０
人
失
ひ
し
父
思
い
出
の
品
々
と
一
人
暮
ら
す
と

　
　
（
金
沢
在
住
、
病
院
介
護
職
員
）

【
一
・
三
】
（
土
）

・
箱
根
駅
伝
復
路
に
雪
は
降
ら
ず
し
て
青
学
い
き
な
り
２
位
と
の
差
を
拡
ぐ
る

・
ゴ
ー
ル
ま
で
青
学
遂
に
１
位
譲
ら
ず
１
２
年
で
９
回
の
総
合
優
勝
果
た
す

　
　
（
往
路
・
復
路
・
総
合
優
勝
、
い
ず
れ
も
新
記
録
の
タ
イ
ム
で
）

【
一
・
四
】
（
日
）

・
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
」
始
ま
れ
り
今
年
一
年
は
戦
国
時
代
の
お
さ
ら
ひ

・
今
年
初
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
の
上
り
来
る
旧
暦
十
一
月
十
五
日
の
夜
の
窓
辺
に

【
一
・
五
】
（
月
）
　
小
寒
　
寒
の
入
り

・
年
末
年
始
恒
例
行
事
を
全
て
終
へ
一
日
遅
れ
の
日
常
始
ま
る

・
今
日
小
寒
気
温
１
１
度
と
例
年
並
み
病
む
弟
か
ら
の
メ
ー
ル
の
届
く

【
一
・
六
】
（
火
）

・
短
歌
日
記
１
２
月
後
半
分
か
ら
入
力
し
孫
の
手
を
借
り
無
事
印
刷
す

う

た

・
鳥
取
に
地
震
立
て
続
け
に
４
回
発
生
中
に
は
長
周
期
地
震
動
レ
ベ
ル
４
も

・
ふ
つ
ふ
つ
と
七
草
粥
を
煮
て
居
り
ぬ
今
年
一
年
の
無
病
息
災
祈
り

【
一
・
七
】
（
水
）
　
人
日
　
七
草

・
松
飾
取
れ
し
町
に
は
日
常
が
戻
り
て
い
つ
も
の
暮
ら
し
始
ま
る

【
一
・
八
】
（
木
）

・
リ
ハ
ビ
リ
に
歯
科
の
メ
ン
テ
に
髪
カ
ッ
ト
ひ
と
日
を
身
体
の
メ
ン
テ
に
費
や
す

【
一
・
九
】
（
金
）

・
１
月
６
日
中
国
地
方
は
Ｍ
６
・
４
今
日
は
秋
田
で
震
度
４
の
地
震
発
生

【
一
・
十
】
（
土
）

・
今
日
も
ま
た
能
登
の
輪
島
で
Ｍ
４
列
島
遠
近
地
震
の
巣
窟

お
ち
こ
ち

・
首
都
直
下
地
震
の
来
ぬ
を
祈
る
ば
か
り
正
月
十
日
ま
で
に
３
度
の
地
震

【
一
・
十
一
】
（
日
）
　
鏡
開
き

・
今
日
の
日
は
長
女
５
６
歳
の
誕
生
日
鏡
開
き
は
遠
き
日
の
こ
と



【
一
・
十
二
】
（
月
）
　
成
人
の
日

・
末
の
孫
無
事
成
人
式
を
迎
へ
た
り
望
み
し
鷹
匠
の
仕
事
も
決
ま
る
と

・
江
戸
五
感
仲
間
と
の
新
年
食
事
会
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
新
年
の
顔
に
て

・
た
だ
一
人
Ｙ
さ
ん
脳
梗
塞
に
て
入
院
中
一
番
若
き
メ
ン
バ
ー
な
る
に

・
Ｎ
さ
ん
は
年
末
右
手
首
骨
折
リ
ハ
ビ
リ
中
フ
ォ
ー
ク
で
食
事
す
る
ま
で
に
は
回
復
し
て

【
一
・
十
三
】
（
火
）

・
詩
吟
の
会
欠
席
３
人
と
て
休
会
に
空
き
し
時
間
は
短
歌
日
記
入
力
に

う

た

・
懐
か
し
き
大
先
輩
よ
り
賀
状
着
く
共
に
生
涯
学
習
の
推
進
に
尽
く
せ
る

　
　
（
金
子
忠
興
氏
　
昨
年
奥
様
共
々
ケ
ア
施
設
に
入
所
す
る
と
）

【
一
・
十
四
】
（
水
）

・
孫
二
人
次
な
る
飛
躍
に
備
へ
を
り
上
は
卒
論
下
は
就
職
準
備

・
今
更
の
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
に
取
り
組
め
り
苦
手
な
る
字
は
Ⅰ
にO

に
Ｕ

【
一
・
十
五
】
（
木
）

・
四
季
の
歌
新
し
き
期
の
始
ま
れ
り
課
題
は
「
心
の
旅
」
に
「
銀
色
の
道
」

・
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
よ
り
１
０
年
愛
息
亡
く
せ
し
父
の
癒
せ
ぬ
悲
し
み

　
　
（
朝
日
新
聞
夕
刊
　
「
陸
人
に
会
い
た
い
」
よ
り
）

り
く
と

【
一
・
一
六
】
（
金
）

・
朝
い
ち
で
山
手
・
京
浜
東
北
運
転
中
止
送
電
ト
ラ
ブ
ル
半
日
超
え
に

【
一
・
十
七
】
（
土
）

・
阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り
３
１
年
近
頃
の
地
震
頻
発
に
不
安
の
募
る

【
一
・
十
八
】
（
日
）

・
今
朝
の
朝
日
新
聞
気
に
な
る
記
事
の
満
載
に
一
紙
丸
ご
と
取
り
置
き
と
す
る

あ

さ

ひ

・
大
相
撲
８
日
目
何
と
天
覧
相
撲
な
れ
ど
大
関
・
横
綱
全
て
破
れ
る

・
椎
葉
山
に
残
る
「
の
さ
り
」
の
原
風
景
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と

【
一
・
十
九
】
（
月
）

・
基
準
と
は
唯
一
己
の
心
の
み
百
年
の
歴
史
覆
す
ト
ラ
ン
プ
氏

・
こ
の
国
に
も
似
た
思
考
持
つ
高
市
総
理
衆
院
解
散
を
強
硬
に
宣
言
す

・
短
歌
日
記
自
分
史
の
感
想
メ
ー
ル
次
々
に
多
摩
の
妹
と
詩
吟
の
坂
部
姉

う

た

【
一
・
二
十
】
（
火
）
　
大
寒

・
や
り
た
き
こ
と
遅
々
と
し
進
ま
ず
一
月
も
早
や
二
十
日
と
な
る
時
の
流
れ

・
川
島
隆
太
の
『
毎
日
音
読
３
６
６
日
』
取
り
組
み
易
き
は
親
し
み
し
詩
歌

・
暦
通
り
寒
波
襲
来
の
日
本
列
島
日
本
海
側
猛
吹
雪
と
な
る

・
北
と
ぴ
あ
の
「
と
も
し
び
」
の
会
で
声
合
は
す
懐
か
し
き
歌
に
心
の
和
む

【
一
・
二
十
一
】
（
水
）

・
寒
波
襲
来
今
日
よ
り
２
週
間
程
な
る
と
一
時
北
区
に
も
雪
の
降
り
た
る

【
一
・
二
十
二
】
（
木
）

・
今
年
初
短
歌
会
に
集
ひ
た
り
３
人
な
れ
ど
２
時
間
超
え
に

・
バ
ス
停
脇
に
昨
日
の
雪
の
残
り
を
り
流
石
寒
中
の
低
温
の
な
か

【
一
・
二
十
三
】
（
金
）



・
神
武
以
来
の
天
才
と
呼
ば
れ
し
加
藤
一
二
三
笑
顔
残
し
て
８
６
歳
で
逝
く

【
一
・
二
十
四
】
（
土
）

・
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
新
た
な
レ
シ
ピ
で
焼
い
て
見
る
さ
し
の
牛
肉
見
事
な
仕
上
が
り
に

【
一
・
二
十
五
】
（
日
）

・
男
の
孫
が
猫
を
よ
け
バ
イ
ク
で
転
倒
す
骨
折
な
く
も
顔
傷
だ
ら
け

・
千
秋
楽
三
敗
安
青
錦
と
熱
海
富
士
決
定
戦
制
せ
し
は
新
大
関
安
青
錦

　
　
（
両
横
綱
は
共
に
五
敗
に
）

【
一
・
二
十
六
】
（
月
）

・
あ
り
が
た
き
こ
と
に
食
材
家
に
溢
れ
一
週
間
の
献
立
決
ま
る

【
一
・
二
十
七
】
（
火
）

・
衆
議
院
大
儀
な
き
解
散
宣
言
さ
れ
最
短
二
週
間
の
選
挙
戦
始
ま
る

・
シ
ャ
オ
シ
ャ
オ
と
レ
イ
レ
イ
中
国
に
返
還
さ
れ
国
内
在
住
パ
ン
ダ
が
ゼ
ロ
に

【
一
・
二
十
八
】
（
水
）

・
あ
り
が
た
山
新
年
会
と
て
韻
松
亭
へ
梅
が
咲
き
東
照
宮
に
冬
牡
丹
咲
く

【
一
・
二
十
九
】
（
木
）

・
リ
ハ
ビ
リ
に
て
同
じ
誕
生
日
の
人
に
会
ふ
９
１
歳
か
つ
て
日
立
に
疎
開
し
た
る
と

【
一
・
三
十
】
（
金
）

・
霜
柱
踏
む
や
足
裏
に
サ
ク
サ
ク
と
崩
る
る
音
す
楽
し
か
ら
ず
や

あ
う
ら

　
　
（
三
浦
さ
ん
へ
。
本
歌
は
、
若
山
牧
水
の
「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
青
に
も
染
ま
ず
た

し
ら
と
り

だ
よ
ふ
」
　
『
海
の
声
』
よ
り
）

・
北
風
の
吹
き
す
さ
び
こ
の
冬
一
番
の
寒
さ
と
な
れ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
へ
の
道

【
一
・
三
十
一
】
（
土
）

・
甥
姪
を
７
人
含
む
い
と
こ
会
１
０
人
上
尾
の
弟
を
見
舞
ひ
つ
つ
集
ふ

・
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
手
を
貸
し
く
る
る
駅
の
階
段
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
止
ま
り
た
る
故

・
ブ
ラ
タ
モ
リ
に
て
赤
羽
の
成
り
立
ち
知
る
西
に
城
跡
東
に
闇
市

　
　
（
太
田
道
灌
築
城
、
稲
付
城
跡
。
静
勝
寺
境
内
内
）

・
戦
中
の
西
は
軍
都
に
て
跡
地
に
は
日
本
初
の
巨
大
団
地
建
て
ら
る

・
ブ
ラ
タ
モ
リ
の
赤
羽
案
内
せ
る
学
芸
員
は
か
つ
て
採
用
面
接
せ
し
山
口
隆
太
郎
な
る


